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　崎山貝塚は、縄文時代前期から中期（約6,000年前～3,500年前）にかけての貝塚と集落の遺跡で、
平成 8年に国史跡に指定されている。
　指定から 20周年の節目の年にあたる平成 28年 7月に開館した宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージ
アムは、この国指定史跡「崎山貝塚」や宮古市内の遺跡から出土した発掘調査資料等を収蔵及び展示
するとともに、教育普及や調査研究及びこれらに付帯する各種の事業を行う文化財公開活用の拠点施
設として位置付けられている。

１. 沿　革

○平成  8年(1996)：「国指定崎山貝塚保存管理計画」を策定
○平成12年(2000)：『崎山貝塚史跡整備基本構想』の刊行
○平成20年(2008)：『崎山貝塚縄文の森公園・第Ⅰ期整備基本

計画書』の刊行
○平成22年(2010)：『崎山貝塚縄文の森公園・第Ⅰ期整備基本

設計報告書』の受理
○平成23年(2011)：実施設計（詳細設計）業務の完了成果品の

引き渡しを受ける
　　　　－東日本大震災により事業の一時凍結－
○平成24年(2012)：施設建設予定地の購入
○平成25年(2013)：実施設計の見直し。「崎山貝塚縄文の森公

園複合施設整備及び埋蔵文化財整理収蔵
施設建設工事実施設計」として業務委託

○平成26年(2014)：実施設計の完了
○平成28年(2016)：宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム条

例及び施行規則の施行（７月１日）
崎山貝塚縄文の森ミュージアム開館
（７月16日）
開館記念特別展「崎山貝塚～みやこの海
と森の原点を探る～」
開館記念講演会「崎山貝塚縄文の森ミュー
ジアム開館にあたって」（７月17日）
第13回ふるさと博物館企画展「貝塚は宝
の山!?～みえてくる新たな歴史～」

○平成29年(2017)：第14回特別企画展「山と森、みえてくる
崎山貝塚のくらし」
入館者１万人記念ありがとうセレモニー
（８月８日）
第15回ふるさと博物館企画展「みやこ自
然探訪記～豊かな自然をひと巡り～」

○平成30年(2018)：博物館法に基づく博物館に登録（２月）
(公財)日本博物館協会加盟（６月）
第16回特別企画展「時代を超えた海の架
け橋　縄文～幕末～現代」
第17回ふるさと博物館企画展「実録、縄
文丸木舟を作る！」

〇令和元年(2019) ：入館者２万人記念セレモニー(４月29日)
第18回特別企画展「大地を掘ると、海の
恵みが見えてくる！」
第20回崎山貝塚縄文まつり開催
第19回ふるさと博物館企画展「昭和・平
成を振り返って」

〇令和２年(2020) ：４月25日～５月10日臨時休館
（緊急事態宣言）
ミュージアム公式フェイスブック開設
第20回特別企画展「縄文アニマル図鑑～
縄文人と動物との関わり～」
第21回ふるさと博物館企画展「宮古のみ
ち～道路・鉄路・海路～」

〇令和３年(2021) ：第22回夏季企画展「復興発掘調査展～縄
文・弥生時代～」
８月13日～31日臨時休館（岩手緊急事態
宣言）
第23回冬季企画展「復興発掘調査展～古
代から近現代～」

〇令和４年(2022) ：ミュージアム公式インスタグラム開設
第24回企画展「『はっくつ』ほる・はか
る・かんがえる」
第25回企画展「白亜紀みやこの化石」

〇令和５年(2023) ：第26回企画展「みやこの文化財」
第27回企画展第１期「知られざる鉄のま
ち宮古～古代の鉄作り体験15年の歩み～」
第２期「北海道・東北の刀匠　現代刀展」

〇令和６年(2024) ：大正13年の崎山貝塚の発見から100年
を迎える
第28回企画展「崎山貝塚発見100周年」
記念講演会「崎山貝塚を語る」（９月14日）
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（１）施設の名称と位置

　　●名称：宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム（崎山貝塚縄文の森公園複合施設内）

　　●住所：岩手県宮古市崎山第１地割 16番地１

（２）崎山貝塚縄文の森公園複合施設の概要

　　●主要施設：宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム・宮古市埋蔵文化財センター

　　　　　　　　崎山公民館・崎山出張所

　　●構造　　：鉄骨造　地上 2階地下 1階建て

　　●敷地面積：3,523.63㎡

　　●建築面積：2,371.90㎡

　　●延床面積：2,745.79㎡（1階：2,028.51㎡　2階：580.59㎡　地下 1階：136.69㎡）

　　　　　　　　（うちミュージアム　974.77㎡）

　　●駐車場　：普通車 40台、身障者用 3台

　　●トイレ　：2箇所（身障者用含む、職員用除く）

（３）宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム　諸室の面積

階 室　名 面　積 階 室　名 面　積

１

ガイダンスホール展示室 271.11
１

会議室－１ 18.42

廊下－１（ギャラリー展示） 81.00 書庫－１ 7.08

企画展示室 62.30
２

会議室－ 3 42.52

展示準備室 28.35 休憩室 12.96

体験学習室 111.71 １ エントランスホール 123.16

事務室 69.59

施設内配置図

２. 施設概要
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崎山貝塚縄文の森公園　復元竪穴住居

崎山公民館　多目的ホール

エントランスホール

施設外観

崎山貝塚縄文の森公園　立石

崎山公民館　和室

体験学習室

広告塔

3



（１）常設展示

　常設展示は、国指定史跡崎山貝塚から出土した資料と宮古市内の遺跡から出土した資料の大きく分

けて２つの展示で構成されている。崎山貝塚の展示では、「海」・「土器」・「立石」・「配石遺構」・「石斧」・

「石棒」の床置き展示ケースの他、壁掛けの箱形展示ケース（衣食住の展示）や回転式ケース（ドン

グリ関連展示）、環状溝と北貝塚の断面剥ぎ取り資料を展示している。特に北貝塚の断面剥ぎ取り資

料では、プロジェクションマッピングによる縄文時代のイメージ映像を投影している。

　常設展示資料数は合計 193点（令和６年４月一部展示変更）である。

３. 事業概要

宮古の遺跡展示コーナー

展示室

ギャラリー展示

宮古の遺跡展示コーナー

プロジェクションマッピング

パノラマ画
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（２）企画展示

　ミュージアム企画展示室では、年１回の企画展示を行った。さらに企画展示以外の期間はテーマ展

と埋蔵文化財センター企画展を行い、企画展示室の有効活用を図った。

　発見から 100年の節目を迎えた崎山貝塚について、発見の経緯から国史跡として指定されるまで、

さらに、これまでの発掘調査の歩みを学史的視点で紹介した。また、企画展関連事業として「崎山貝

塚を語る」と題し記念講演会を開催した。

●開 催 期 間：令和６年７月 13日（土）～ 12月 15日（日）（127日間）

●入 館 者 数：2,275 人（平均 17人／日）

●展示資料数：216点

●印　刷　物：ポスター・チラシ・展示図録（Ａ４版カラー 50ページ）300部

●主な展示品：土器、石器、土偶、骨角器、動物遺存体等

●記念講演会：令和６年９月 14日（土）

●講　　　師：えさし郷土文化館　館長　髙橋憲太郎氏

●来 場 者 数：19名

第２８回企画展　「崎山貝塚発見１００周年」

展示図録
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　市内の小学校、中学校について、歴史や文化について紹介する展示を行った。展示は宮古市の教育

史の年表や、学校の統廃合の図、さまざまな学校の物品のほか、宮古市の姉妹都市などとの交流事業

や、宮古市ならではの教育などについて紹介した。

●開 催 期 間：令和６年４月 20日（土）～６月 23日（日）（54日間）

●入 館 者 数：1,067 人（平均 19人／日）

●展示資料数：313点

●主な展示品：黒板や机などの学校備品、宮古の教育史、学校生活の各種写真

　市内でも有数の縄文遺跡として挙げられる近内中村遺跡を紹介した展示。出土品・調査写真のパネ

ルを用いて、巻貝形土器が出土した竪穴状遺構や土坑墓、配石遺構、獣骨・貝層ブロックについて特

集し、近内中村遺跡が縄文時代後期後葉・晩期の社会を知る上で欠かせない遺跡であることを解説し

た。

●開 催 期 間：令和７年１月 11日（土）～３月 16日（日）（54日間）

●入 館 者 数：490人（平均９人／日）

●展示資料数：139点

●印　刷　物：チラシ・ポスター・パンフレット（Ａ４版カラー 14ページ）1,000 部

●主な展示品：土器・石器・土製品・石製品・骨角製品など

テーマ展「みやこのがっこう」

埋蔵文化財センター企画展「近内中村遺跡の聖なる世界」
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●期　日：令和６年５月１日（水）～令和６年５月６日（月・祝）（６日間）

●会　場：崎山貝塚縄文の森ミュージアム・縄文の森公園体験広場

●参加者：324人

●概　要：�５月の大型連休に合わせた特別縄文体験。通常体験とは違った的を使った弓矢体験や手の

ひらサイズの土の塊から土器片などを発掘する体験、館内の展示物に関連したクイズを実

施した。

２０２４ じょうもんワクワク・ドキドキ体験！

●期　日：令和６年７月３日（水）

●会　場：崎山貝塚縄文の森ミュージアム、県立水産科学館

●参加者：６人

●概　要：貸切バスを使い、市内博物館等施設を見学した。崎山貝塚縄文の森ミュージアムでは弓矢

体験と出前体験として北上山地民俗資料館で行っている「さやのキーホルダー作り」を体

験した。県立水産科学館において展示見学を実施した。

（３）公開活用

　宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアムは宮古市における文化財公開活用の拠点と位置付けられてお

り、国史跡崎山貝塚を含めた文化財一般についての講座や体験などの様々なイベントを実施した。

みやこのミュージアムめぐり
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●期　日：令和６年７月 13日（土）～令和６年７月 15日（月・祝）（３日間）

●会　場：崎山貝塚縄文の森ミュージアム

●参加者：118人

●概　要：�開館８周年を記念したスペシャルイベント。館内のクイズを解いていく「崎山貝塚１００

周年クイズ」や、水が流れるプールでお魚パネルを釣る「流れる！縄文フィッシング」、

そして「あんぎん編みブレスレット作り」を実施した。

●期　日：令和６年７月 28日（日）

●会　場：崎山貝塚縄文の森ミュージアム体験学習室

●参加者：17人

●概　要：�縄文時代に人々が暮らしていたとされる竪穴住居のミニチュアを作る体験を行った。体験

で製作する竪穴住居は直径 50㎝程で、竪穴住居の骨組みを作る体験とした。参加者は準

備した素材をノコギリなどで切り分け、グルーガンを使い自分だけのミニチュア竪穴住居

を製作した。

開館記念スペシャルイベント

夏休み工作講座「竪穴住居のミニチュアを作ろう！」

8



●期　日：令和６年８月３日（土）～８月４日（日）

●会　場：埋蔵文化財センター

●参加者：94人

●概　要：�ミュージアムが開館してから毎年実施しているイベントで、土器の接合体験・拓本体験に

加え、収蔵庫を見学することができるバックヤード探検や、トレース体験、近内中村遺跡

展示コーナー（資料を探すミニ体験）を実施した。

●期　日：「堤防釣り編」令和６年８月 25日（日）

　　　　　「釣 り 針 編」令和６年９月 ８ 日（日）

　　　　　「船 釣 り 編」令和６年９月 29日（日）

●会　場：「堤防釣り編」宿漁港

　　　　　「釣 り 針 編」崎山貝塚縄文の森ミュージアム体験学習室

　　　　　「船 釣 り 編」宮古湾

●参加者：「堤防釣り編」　７人　　「釣り針編」　６人　　「船釣り編」　６人

●概　要：�縄文時代の「釣り」に関する全３回の体験を行った。「堤防釣り編」では、鹿角製釣り針

を使い、堤防から魚を釣る体験を行った。「釣り針編」では、縄文時代の釣り針について

の解説と、鹿の角を砥石やヤスリで削って釣り針を作る体験を行った。「船釣り編」では、

漁船に乗って鹿角製釣り針を使用して宮古湾内で釣りを行った。

どきどき！おしごと体験

みんなで縄文の暮らし体験
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●期　日：令和６年 12月 22日（日）

●会　場：崎山貝塚縄文の森ミュージアム体験学習室

●参加者：16人

●概　要：�松、竹、梅などの自然の素材を加工して、小さめの門松を作る体験。折り紙で作った土偶

や縁起物のイラストを使い、参加者それぞれが個性のある門松を作成した。

●期　日：「調理編」令和７年１月26日（日）

　　　　　「石斧編」令和７年２月９日（日）

●会　場：崎山貝塚縄文の森ミュージアム体験学習室

●参加者：「調理編」19人　　「石斧編」15人

●概　要：�「調理編」は縄文時代の食と健康の解説や、石を使いクルミとドングリを割る体験を行った。

また、縄文時代に採れるものだけを材料としたどんぐりクッキー作りを行った。「石斧編」

は石斧についての解説を行い、市販の砥石や天然の砥石（流紋岩）を使い石斧を磨く体験

や石斧を付ける柄を加工する体験を行った。

冬の工作講座　「縄文風ミニ門松を作ろう！」

じっくり縄文体験
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●期　日：令和６年 11月３日（月・祝）

●会　場：崎山貝塚縄文の森ミュージアム・崎山貝塚縄文の森公園

●主　催：崎山貝塚縄文まつり実行委員会

●参加者：724人（会場来場者）・276人（ミュージアム来館者）

●概　要：�国指定史跡崎山貝塚の周知と埋蔵文化財の活用を推進するため、毎年文化の日に開催して

いる。弓矢や石斧の使用体験や火おこし選手権などの縄文体験やボランティアによる縄文

プレート作り、館内でのクイズラリー等を行った。また、地元の崎山小学校による合唱や

「復興ソーラン崎山魂」の演舞、芋の子汁のお振舞などが行われた。

第２５回崎山貝塚縄文まつり
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（４）教育普及

　● 学校等の利用
小学校・中学校・高等学校・大学などの学校授業での利用について、ミュージアム内での縄文体

験や展示解説、出前授業などで対応した。

番
号 日付 団体名 高校生

以下 学生 一般 人数 入館 展示 
解説 土器 クッキー ペンダ

ント
土偶・

ミニ土器
火おこ
し 弓矢 革

各合計 665 0 138 721 721 468 62 0 0 20 13 155 155 

1 5月29日 宮古市立崎山小学校 25 2 27 27 27

2 5月30日 山田町立豊間根小学校 17 2 19 19 19 17

3 6月  5日 盛岡市立城北小学校 95 7 102 102 102

4 6月21日 宮古市立山口小学校 23 2 25 25 25 25 23

5 6月25日 宮古市立重茂小学校 11 2 13 13 13 13

6 6月27日 一戸町立一戸中学校 55 5 60 60 60

7 7月  3日 軽米町立軽米中学校 58 5 63 63 63 58

8 7月  3日 宮古市立花輪小学校 21 23 44 44 44 20

9 7月  4日 宮古市立津軽石小学校（出前授業） 31 31

10 7月11日 宮古市立津軽石小学校（出前授業） 31 31

11 8月11日 黒石市・宮古市の高校生 20 5 25 25 25 20

12 8月23日 宮古市立花輪小学校 23 25 48 48 23 23

13 9月  6日 北上市立上野中学校 128 9 137 137

14 9月  6日 宮古市立花輪小学校 31 37 68 68 31 31

15 9月25日 宮古市立川井小学校 14 3 17 17 17

16 9月25日 宮古市立重茂中学校 6 3 9 9 9

17 10月  2日 宮古市立津軽石小学校 31 2 33 33 33 33

18 10月18日 宮古市立崎山小学校 19 2 21 21 21

19 10月30日 宮古市立崎山小学校（出前授業） 20 20

20 11月  8日 岩泉町立有芸小学校・釜津田小学校 6 4 10 10 10 6
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● 博物館実習
　期　間：令和６年８月６日（火）～令和６年８月 10日（土）

　実習生：群馬県立女子大学文学部国文学科　１人

　内　容：埋蔵文化財整理作業、展示準備作業、館内展示作業、体験学習作業など

● ふれあい文化ボランティア
　活動期間：令和６年４月13日～令和７年３月15日

　登録人数：18人（前年より１人減）

　活動人員：８人

　活動日数：延べ47日

　活動内容：各種ミュージアム事業への参加や協力のほか、下記のとおり活動を行った。

　　　　　　①ボランティア定例会

  4月20日（６人）、  5月18日（６人）、  6月15日（２人）、  7月20日（４人）、

  8月24日（５人）、  9月21日（６人）、10月19日（５人）、11月16日（５人）、

12月21日（４人）、  1月18日（５人）、  2月15日（４人）、  3月15日（５人）

　　　　　　②復元竪穴燻蒸作業

  4月13日（１人）・27日（２人）、  5月11日（３人）・25日（２人）、

  6月  8日（３人）・22日（２人）、  7月  6日（３人）、

  8月31日（３人）、　　　　　   ９月28日（３人）、

11月  9日（３人）・23日（２人）、12月14日（３人）、

  1月11日（３人）・25日（２人）、  2月  8日（２人）・22日（２人）

　　　　　　③花壇整備

　　　　　　　  8月31日（３人）

　　　　　　④移動研修（陸前高田市立博物館・東日本大震災津波伝承館）

　　　　　　　  7月25日（５人）
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●刊行日：令和６年 12月 20日

●体　裁：Ａ４版モノクロ 25ページ・200部

●設置場所：①浄土ヶ浜ビジターセンター　３階ラウンジ

　　　　　　②たろう潮里ステーション

●展示資料：①耳飾り、巻貝形土器（レプリカ）、ミニチュア土器、磨製石斧

　　　　　　②オウムガイ化石、遮光器土偶（レプリカ）、縄文土器、石皿

ミュージアム年報（令和５年度版）

ミュージアム出張展示

2024年４月１日 発行
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▲ 銛（もり）や斧など
鍛冶体験で製作した鉄製品

平成20年に製鉄実験公開として始まった「古代の鉄作り体験」。
鉄作り講座の開催や縄文まつりでの体験実施、ボランティアによる取

り組みなど、古代の鉄作りに関わるいろいろな事業を展開してきました。
「古代の鉄作り体験」の15年の歩みと、現代の刀匠たちによる日本刀

にスポットをあてた企画展の様子を紹介します。

▶ 手差し鞴（ふいご）という
炉に風を送るための道具

◀ 銀色に輝く日本刀に
思わずあ目を奪われます

第１期
「知られざる鉄のまち宮古

～古代の鉄作り体験15年の歩み～」

第１期は、2008（平成20）年に始まった「古代
の鉄作り体験」の歩みを紹介。粘土で構築した製鉄
炉での製鉄体験や鍛冶体験のほか、原料である砂鉄
の採取体験や燃料である木炭作り体験も行い、回を
重ねる毎に改良を重ねてきました。

これまでの体験でできた鉄の塊や鉄製品、体験で
使用した道具、体験の様子などを撮影した写真パネ
ル、計145点を展示。復元した手差し鞴（ふいご）
を実際に動かすことができるコーナーもあり、いに
しえの鉄作りの一端に触れられる展示となりました。

開催期間：2023.10/14㊏～11/17㊎

▼ 現役の刀匠による鍛冶の
実演はまさにプロの技！

第２期
「北海道・東北の刀匠 現代刀展」

開催期間：2023.11/25㊏～12/17㊐

第２期は、全日本刀匠会 北海道・東北支部会の刀匠た
ちによる現代刀20本を展示しました。その姿形から刃文、
鍛え肌の美しさなど見どころ満載の日本刀は、鑑賞する
度にその魅力が増していく逸品といえます。

展示期間中には関連事業として、鉄作りの鍛冶体験
（鍛冶）や刀身彫り体験のほか、真剣を用いた居合演武
を初めて開催しました。

日本刀を製作した刀匠たちを招いた貴重なギャラリー
トークに、ビュン！と空を切る音と見事な太刀捌きで観
客を魅了する居合など、盛りだくさんの内容で日本刀を
取り上げました。

御所野遺跡 崎山貝塚
屋根の復元素材 土・樹皮 萱（かや）・樹皮
検出棟数（縄文） 約 430 棟 約 35 棟
床までの深さ 1.0ｍ前後・・・深い 0.2ｍ前後・・・浅い
外観

復元した竪穴住居

内観
復元した竪穴住居

昨年から始まった、御所野縄文博物館さんとのコラボ記事。
第３回となる今回は縄文時代のお家（うち）である「竪穴住居」について比べてみます。
周辺の環境によって素材や構造に違いはあるのでしょうか？

屋
根
の

素
材
が

違
う
の
は

な
ぜ
？

中
の
作
り
は

あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
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第27回

企画展 家庭から排出される牛乳パックや食品トレーを再
利用して、紙を作る体験を開催しました。牛乳パッ
クのツルツルとしたコーティングをはがし、
パルプをミキサーで細かくしてパルプ液を
作ります。食品トレーは紙を漉くための枠
として使用します。

パルプの厚みが足りず１回目は破けてし
まった参加者も、２回目は量を調整し再挑
戦。模様をつける工程で好きな押し花を選
んで紙にすき込むと、タンポポの黄色やも
みじの朱色など、鮮やかな作品の数々が完
成しました。

ドングリってドンな味？

■ 次回の発行は、2024年8月予定 です。

≪≪宮宮古古市市崎崎山山貝貝塚塚縄縄文文のの森森ミミュューージジアアムム利利用用案案内内≫≫

●開館時間 午前９時から午後５時まで （最終入館は午後４時３０分）
●休館日 毎週月曜日 （祝日の場合はその翌平日）・年末年始・毎月月末平日の館内整理日
●入館料 高校生以下無料 / 一般 ２００ （１００）円 / 学生 １５０ （８０）円

※（ ） 内は１０名以上の団体割引料金
〒０２７－００９７ 岩手県宮古市崎山第１地割１６番地１
☎ ０１９３－６５－７５２６ / ＦＡＸ ０１９３－６５－７５０８

※ 都合により、開催日およびイベント名が変更となる場合がございます。
ミュージアム
HPのQRコード

2024.２/11㊐ 開催

▲ 細やかな手つきはまるで職人！

宮古市の近内中村遺跡（縄文時代）か
ら出土した勾玉そっくりのレプリカを作
る体験を行いました。

初めに本物の出土品じっくり観察しイ
メージをふくらませます。紙やすりを
使って、滑石（かっせき）という柔らか
い石を削る地道な作業を続けること約１
時間半。全体の角を削ってツヤを出した
後、最後にカラフルな紐をつけて完成！

参加者は、作品を首からさげてみたり、
嬉しそうに眺めて楽しんでいました。

埋蔵文化財センター企画展
「縄文人の耳飾り～その形と思い～」

2024.1/13㊏-3/10㊐ 開催

じっくり縄文体験 火おこし編
「いろいろな火おこしに挑戦！」

2024.1/21㊐ 開催

冬の工作講座「牛乳パックで紙作り体験！」

2023.12/17㊐ 開催

▲ 紙に押し花をのせて
そ～っと水切り

開開催催日日 2024.4月月～～2024.7月月イイベベンントト情情報報

4/20㊏
-6/23㊐

テーマ展「みやこのがっこう」

5/1㊌
-5/6㊊㊗

ゴールデンウィーク企画2024
「じょうもんワクワク・ドキドキ体験」

6/30㊐
市指定天然記念物
「チョウセンアカシジミ観察会」

7/１５㊏
-12/１５㊐

第28回企画展
「崎山貝塚発見100周年」

7/13㊏
-7/15㊊㊗

開館記念スペシャルイベント（８周年）

7/28㊐ 夏休み工作講座

ミュージアムでは縄文の生活を追体
験できるメニューがあります。その中
でも縄文時代の“食”に注目したドング
リクッキー作りが昨年秋に復活！

材料はドングリ粉・クルミ・クリ・
玉子・ハチミツ。材料を混ぜて小判型
に整えて焼くと、ほんのり甘くて香ば
しいドングリクッキーの完成です。

小麦粉やバターを使う一般的なクッ
キーとはちょっと異なる木の実の風味
を味わえる体験で、あなたも縄文人に
一歩近づけるかも？

■ドングリクッキー作り
１人 250円（事前予約制）

じっくり縄文体験 勾玉編
「勾玉のレプリカを作ろう！」

▶
出
土
し
た
勾
玉

（
近
内
中
村
遺
跡
）ミュージアムでは通常の縄文体験として

キリモミ式の火おこしができますが、今回
はいろいろな種類の火おこしに挑戦。

難しいとされるヒミゾ式をはじめ、マイ
ギリ式、ヒモギリ式、火打石と火打金の組
み合わせの計４種類を用意しました。

当日の悪天候による湿気にも悩まされな
がら、ヒミゾ式の大変さ、火打石の便利さ、
火おこしによる腕の疲労感など、参加者は
様々な感想を抱いていた様子でした。▶ キリモミ式で腕が筋肉痛！？

編集
後記縄文人のつぶやき

ミュージアム公開講座「発見！宮古学」

2024.2/24㊏ 開催

今回の講座では、竪穴住居と崎山貝塚の縄文
集落についての講義と磨製石斧の使用体験を行
いました。

講義では竪穴住居の種類や構造な
どの説明、崎山貝塚の竪穴住居の時
期や数、配置などから見えてくる縄
文集落について、学芸員が解説。

その後は竪穴住居を作るために必
要な木材を加工する道具「磨製石斧
（復元）」を使う体験を行い、細い
枝がスパッと切れる感触に、参加者
は驚いている様子でした。 ▲ 細い枝だとスパッと切れた！

チョウセンアカシジミ産卵地観察会

2024.３/10㊐ 開催

▲ たまごは何個かな～？

昨年度から実施している市指定天然記念
物のチョウセンアカシジミの産卵地観察会。

チョウセンアカシジミは「どんなところ
に生息して、どこに、どのくらいのたまご
を産むのか？」、専門家の解説を聞きなが
ら、今年産んだたまごの数を数えました。

参加者が見つけたたまごは計38個！たま
ごを見つけると「あった！見て見て～」と
にぎやかな雰囲気に。

今年の宮古市での産卵数は微増傾向。今
後も増えてくれることを期待しています。

▲ 直径1㎜の小さなたまご

縄文人は、石で作られたC 字形の耳飾りや
渦巻き状や棒を使って穴をあけた文様などの
デザインに富んだ、土で作られた耳飾りを身
に着けていたことが分かっています。

今回の企画展では、縄文時代の耳飾りを、
「石」と「土」に分け、展示を行いました。

実際にスタッフが製作した石の耳飾りに触
ることができるコーナーも設置。

出土品を見た人からは「着けたら重たそう」
「丁寧に磨かれていてキレイ！」といった声
が上がりました。

▲ 縄文人のアクセサリーに
興味津々！

▲ 左 石の耳飾り（千鶏Ⅳ遺跡）
右 土の耳飾り（近内中村遺跡）

先日、テレビのローマ帝国特集の放
送の中で、古代ローマの調味料「ガル
ム」が紹介されていました。このガル
ム、魚の内臓を塩水に漬けて発酵させ
て作る魚醤で、富裕層だけでなく庶民
の間でも幅広く使われたようです。品
質によって等級があり、最高級のガル
ムは香水と同じ価格で取引されたとか。
原料となる魚はサバが一番多く、イワ
シやカツオなど脂の乗った魚が多かっ
たようです。そういえば、崎山貝塚で
はイワシの骨が魚類の中で一番多く出
土しています。もしかしたら、このイ
ワシを使って縄文人たちも魚醤作りを
していたのかも…！？

（５）広報・情報発信

　企画展のパンフレットのほか、年３回発行しているミュージアムだよりでは御所野縄文博物館の協

力で崎山貝塚と御所野遺跡に関する連載記事を掲載した。また、ミュージアム年報（令和５年度版）

を刊行した。

　ミュージアム公式フェイスブックやインスタグラムではイベント情報やミュージアムの日常などの

情報発信を継続的に行った。ミュージアム出張展示では市内観光施設で観光客向けのＰＲを行った。

●発行日：令和６年４月１日（第 21号）、８月１日（第 22号）、12月１日（第 23号）

●体　裁：Ａ４版カラー両面

●内　容：ミュージアム主催のイベント、講座紹介、ボランティア活動紹介など

ミュージアムだより
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崎山貝塚縄文まつり崎山貝塚縄文まつり

第 ２２ 号
２０２４年１２月１日 発行
発行者：宮古市崎山貝塚

縄文の森ミュージアム
（教育委員会文化課）

宮古市崎山貝塚縄文の森

ミュージアムだより
宮古市崎山貝塚縄文の森

ミュージアムだより
第 ２３ 号

２０２４年１２月１日 発行
発行者：宮古市崎山貝塚

 縄文の森ミュージアム
（教育委員会文化課）
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◆崎山貝塚◆

◆御所野遺跡 ◆

冬季
以外

は公園で見ることができます。

広広場場
配石遺構

配石遺構

配石遺構

配石遺構

配石遺構

配石遺構
配石遺構

特徴：中央広場周辺に、いくつか作
られている。

年代： 年前ころ（縄文後期初め）
※配石遺構が作られた年代

形状：ほとんどが不整形だが、長く
大きい石を四角形に配置し、
中央に丸い石が置かれたもの
がみつかっている。

どちらの遺跡も、
広場の中は空白
だね。どうして
かな？

配石遺構とは石を
集めて並べた跡で、
まつりをするとこ
ろや墓と考えられ
ているドン。

月３日は晴れの特異日と
言われるように、雨模様の前
日とは打って変わって秋晴れ
となった文化の日、「第２５
回 崎山貝塚縄文
まつり」を開催
しました！

恒例の餅まきから縄文まつりがスタート！
今回は前回より２倍の量のお餅をまきました。
縄文まつり人気 の弓矢体験や石斧体験

など屋外で行う縄文体験のほか、屋内
では縄文ペンダント作りやふれあい文化
ボランティアが企画した縄文プレート作りも
大盛況でした！
崎山小学校の皆さんによるステー

ジでは、ビッグバンドジャズ、フォ
ローウィンズの伴奏に合わせて児童
総勢 名による校歌合唱、ソーラン
の演舞が披露されました。

ジャズの音色が響く♪
崎中の体験ボランティアありが
とうございました！

崎山貝塚縄文まつり崎山貝塚縄文まつり第第２２５５回回 日祝

特徴：広場を取り囲むように、
たくさん作られている

年代： 年前ころ（縄文中期末）
※配石遺構が作られた年代

形状：楕円形に組まれ、外側は大き
な石、内側は小さな石を配置
し、端には立石が置かれた
ものがいくつかある。

石の種類：安山岩・チャート・花崗岩・
砂岩 など
※花崗岩は遺跡の西の茂谷山産

▲中学生も加わったソーランの演舞

主催 崎山貝塚縄文まつり実行委員会主催 崎山貝塚縄文まつり実行委員会

石の種類：砂岩・花崗岩 など
※花崗岩は浜から持ってきた？

アンコールには崎山中学校の生徒
さんがソーラン演舞に飛び入り参加
するサプライズ！縄文まつりをより
一層盛り上げていただきました。

ステージ終了後は、
崎山公民館による豚
汁とお餅、焼き芋の
お振舞が行われ、長蛇の列ができました。
午後の火おこし選手権２０２４では、火花

を散らす熱戦が繰り広げられ、制限時間１０
分のなか今回のチャンピオンは５分３５秒で
火を起こしました！
運営面では、今年も崎山中学校の皆さんに

早朝の会場設営から撤収まで
お手伝いいただき、学生スタッフ
の参加でさらに活気づき、無事に
終了しました。
来年の縄文まつりもお楽しみに！

森森

宮古市崎山貝塚縄文の森

ミュージアムだより

第２２ 号
２０２４年８月１日 発行
発行者：宮古市崎山貝塚

縄文の森ミュージアム
（教育委員会文化課）

5/1（水）
～5/6（月・祝） ２０２４！じょうもんワクワク・ドキドキ体験

7/13（土）
～7/15（月・祝）開館記念スペシャルイベント

4/20（土）
～6/23（日） みやこのがっこう

令和６年度テーマ展「みやこのがっこう」では、宮古市内の小・
中学校について展示しました。広～い宮古市の各地域に小学校・中
学校が建てられています。その各学校に特色のある授業や地域の伝
統芸能、そして統廃合などさまざま歴史と文化があります。

また宮古市の教育活動としてサケの学習や地元産食材の給食、そ
して防災学習と姉妹都市との連携などの紹介をしました。

展示室には黒板と担任の先生の机や、生徒用の各サイズの机と椅
子が並び、教室の様子を再現しました。さらに各学校の校歌を流し
ており、出身校の校歌を聞く人もいました。各教科の教科書も展示
し、昔から国語の教科書に掲載されていたお話を懐かしむ人もいま
した。この他にも、跳び箱やタンバリン、掃除用具入れなど、学校
で使っていた、思い出に残る物品も展示しました。 ▲木製の机と椅子、ガリ版印刷など、

昔の学校関係の道具も展示しました。

教室を模した展示室の様子▶

期間中、館内の展示物を題材におこなった「挑戦！縄文クイズ」
は、例年よりも難易度の高い問題を出題。クイズの中には展示物の
解説を詳しく読まないと大人でも正解できないほどの難問もありま
したが、勉強になったとの声もありました。

手のひら大の土の塊から遺物を発掘する「ミニミニ発掘体験！」
は、土を掘り進めて「お宝」が見えると作業の手は加速！！上手に
発掘した「お宝」を嬉しそうに持ち帰っていました。

毎年人気の弓矢体験「弓矢の名人」。弓矢を扱えない子どもにも
楽しんでほしいとの想いから、今年は職員がミニボウガンを作成。
小さい子どもから大人まで楽しめる体験となりました。

イベント期間中は来館者が100名を超える日もあり、大変にぎや
かなイベントとなりました。 ◀弓矢の名人

◀挑戦！縄文クイズ

▲ミニミニ発掘体験！

崎山１００周年クイズ！！▶

７月１６日で８周年を迎えた崎山貝塚縄文の森ミュージアムでは、
７月の３連休に「開館記念スペシャルイベント」を開催しました。
「崎山貝塚１００周年クイズ！！」は、例年より多い８問の出題で
したが、たくさんの挑戦者が館内をくまなく周りながら次々と難問
に挑んでいました。縄文体験の「流れる！縄文フィッシング」では、
流れるプールの中を周るパネルのお魚たちをつぎつぎと釣り上げ、
釣る人も応援する人も盛り上がっていました。「あんぎん編みブレ
スレット作り」は、年少さんから大人まで、幅広い年代の方々が、
縄文時代からあるあんぎん編みの技法でオンリーワンのカラフルな
ブレスレット作りを楽しみました。

１3日から始まった企画展「崎山貝塚発見１００周年」や同時開
催した「宮古市所蔵絵画展」もあり、見どころ満載のスペシャルな
イベントとなりました。

▲流れる！縄文フィッシング

あんぎん編みブレスレット▶

■ 次回の発行は、 年 月予定 です。

宮宮古古市市崎崎山山貝貝塚塚縄縄文文のの森森ミミュューージジアアムム利利用用案案内内

●開館時間 午前９時から午後５時まで （最終入館は午後４時３０分）
●休館日 毎週月曜日 （祝日の場合はその翌平日）

年末年始・毎月月末平日の館内整理日
●入館料 高校生以下無料 一般 ２００ （１００）円 学生 １５０ （８０）円

※（ ） 内は１０名以上の団体割引料金
〒０２７－００９７ 宮古市崎山第１地割１６番地１

０１９３－６５－７５２６ ＦＡＸ ０１９３－６５－７５０８

※ 都合により、開催日およびイベント名が変更となる場合がございます。
ミュージアム
の コード

編集
後記縄文人のつぶやき月～ 月 イベント情報

≪ ≫

開催日 イベント情報

㊐ 冬の工作講座
「縄文風ミニ門松を作ろう！」

１ ㊏
３ ㊐

埋蔵文化財センター企画展
「近内中村遺跡」

１ ㊐ じっくり縄文体験「調理編」

２ ９㊐ じっくり縄文体験「石斧編」

２ ㊏ 縄文公開講座「巻貝形土器」

３ ㊐ 企画展示ギャラリートーク

３ ９㊐ チョウセンアカシジミ産卵地観察会

次回開催の企画展

㊐開催

７ ㊐開催

㊏・ ㊐開催

㊏開催 縄縄文の森公園クリーン大作戦

「どきどき！おしごと体験！」みんなで縄文の暮らし体験「釣り針編」

「竪穴住居のミニチュアを作ろう」㊐開催

縄文時代に食料調達の１つとして行わ
れていた釣り。今年は堤防からシカの角
で作った釣り針を使って魚を狙いました。
今回は今までになく餌の周りに魚がたく
さん集まり、期待のできる状況でした。
しかし、魚の口に対して針が大きいのか、
アタリはあるもののなかなか釣れません。
そんな中、参加者の１人に大きめのアタ
リが！じっくり待ってから引き上げた結
果は、水面まで上がったところで針から
外れて逃げられてしまいました。来年、
またリベンジしたいと思います。 ▲魚は釣れるかな？

▲ 餌をつけたら準備万端！

みんなで縄文の暮らし体験「堤防釣り編」

㊐開催

みんなで縄文の暮らし体験シリーズの最
後は船釣り編！堤防ではなかなか釣れない
大物を船から狙います！堤防編では竿での
釣りでしたが、船釣り編ではもっとシンプ
ルな手釣りで挑戦しました。

漁港や浄土ヶ浜を眺めながら、水深
前後の海を相手に波に揺られながら

釣りを行いました。結果は残念ながら釣果
はなし…。魚群探知機にたくさんの魚が
写っていましたが、針に食いついてくる大
物はいませんでした。次はぜひ大物を釣り
上げたいです！ ▲ ウミネコが近くまで～

▲ 宮古湾の景色を背に！

みんなで縄文の暮らし体験「船釣り編」

月、 月は各地でお祭りが
多く開催されています。秋の実り
に感謝し、お祭りが行われていま
すが、縄文人も秋にお祭りをして
いたのでしょうか？崎山貝塚から
も炭化した木の実が出土しており、
収穫後になんらかの儀式をしてい
た可能性が考えられます。他にも
まつりに使われたと考えられる道
具が多く見つかっています。縄文
人はいつ、どんなお祭りをしてい
たのか疑問が深まります。

埋蔵文化財センターでは、発掘で見つ
かった資料を保管・整理する「おしごと」
があります。

「どきどき！おしごと体験」では、発掘
調査で見つかった土器や石器を保管する
バックヤードの探検や、報告書製本作業で
欠かせない実測図のトレース作業ができる
コーナーを設けました。

参加者は、普段見ることのできない収蔵
庫の内部や貴重な資料の見学や、発掘に関
係するおしごとを体験！今年度は二日間で
９４名の方が参加しました！ ▲ 土器がくっつくかな？

▲バックヤードを探検

縄文時代から平安時代にかけて人々が住
んでいた竪穴住居。その竪穴住居のミニ
チュアを作製する講座を開催しました。

講座の最初には竪穴住居についての解説
を実施、竪穴住居について理解を深めるこ
とができたと思います。

その後は木材を切り、グルーガンを使っ
て木材を組み立てていきました。作業が早
く終わった人の中には、竪穴住居の入口作
りに挑戦する人も！最後には完成したミニ
チュアを前にして、喜んだ表情が見受けら
れました。 ▲ 完成した竪穴住居！

▲グルーガンで組み立て中

参加した崎山小学校の児童さんとふれあ
い文化ボランティアの皆さんで案内板、ベ
ンチ、階段のそうじや木の実拾いをしまし
た。ほうきや雑巾を手に、秋を感じながら
の清掃活動でしたが、１時間ほどで案内板
とベンチはきれいになりました。

この日は、木からたくさん落ちていたヤ
マナシの実や、ドングリとクリなどの木の
実がありました。公園をきれいに保ってい
くには皆様の協力が不可欠です。今後とも
クリーン大作戦へのご参加をお待ちしてお
ります。

年 月 日（土）から企
画展「近内中村遺跡の聖なる世
界」を開催します。近内中村遺跡
はミュージアムに展示している
「巻貝形土器」がみつかった遺跡
です。企画展ではお墓から見つ
かった土器や儀式に使ったと考え
られる動物の骨などを展示し、近
内中村遺跡の神秘的な世界につい
て紹介します。企画展の開催期間
は３月 日（日）までです！ ぜ
ひご来館ください！

崎山貝塚から出土しているシカの角
で作られた釣り針。現代の道具を使っ
て加工し、縄文時代の釣り針を再現す
る体験を行いました。

事前にスタッフが輪切りにしたシカ
の角を、砥石やヤスリを使って手作業
で削ります。今回初参加の方もいまし
たが、スタッフに手伝ってもらいなが
ら予定時間内に参加者全員の釣り針が
完成しました！出来上がった自慢の釣
り針で、次は海釣りに ！

▲ 砥石でひたすら削ります

▲ 釣り針クイズに挑戦！

▲きれいになったかな？

▲ ベンチをそうじ中！

開催中の企画展

■ 次回の発行は、2024年12月予定 です。

宮宮古古市市崎崎山山貝貝塚塚縄縄文文のの森森ミミュューージジアアムム
利利用用案案内内

●開館時間 午前９時から午後５時まで （最終入館は午後４時３０分）
●休館日 毎週月曜日 （祝日の場合はその翌平日）

年末年始・毎月月末平日の館内整理日
●入館料 高校生以下無料

一般 ２００ （１００）円
学生 １５０ （８０）円
※（ ） 内は１０名以上
の団体割引料金
〒０２７－００９７
宮古市崎山第１地割１６番地１
☎ ０１９３－６５－７５２６
ＦＡＸ ０１９３－６５－７５０８

※ 都合により、開催日およびイベント名が変更となる場合がございます。

ミュージアム
HPのQRコード

開催日 イベント情報 開催日 イベント情報
7/13㊏

-12/15㊐ 第28回企画展「崎山貝塚発見100周年」 ９/14㊏ 第28回企画展記念講演会「崎山貝塚を語る」
講師：えさし郷土文化館 館長 髙橋 憲太郎 氏

８/３㊏
-８/4㊐ 埋蔵文化財センター「どきどき！おしごと体験」 ９/29㊐ みんなで縄文の暮らし体験「船釣り編」

８/25㊐ みんなで縄文の暮らし体験「堤防釣り編」 10/19㊏ 縄文の森公園クリーン大作戦

９/８㊐ みんなで縄文の暮らし体験「釣り針編」 11/３㊐ 第25回 崎山貝塚縄文まつり

編集
後記縄文人のつぶやき

7/3㊌開催 ３館連携！みやこのミュージアムめぐり

2024.8月～2024.11月 イベント情報

≪ ≫

市指定天然記念物に指定されているチョ
ウセンアカシジミ成虫観察会を実施しまし
た。6月中旬頃にさなぎから羽化して成虫に
なるため、この時期に実施しています。

旧亀岳小学校付近の田代川流域で成虫及
び卵を観察することができました。

貴重な産卵する姿や、産卵直後は元々ほ
んのり緑色の卵が、徐々に白くなっていく
様子も観察できました。

冬の時期には産卵数調査も実施します。
今回成虫になったチョウセンアカシジミが
産卵した卵の数などを調べていき、保護に
つなげていきます。

6/23㊐開催

▲ 貴重な産卵直後の卵！

▲ 産卵中の成虫

出土したものは・・・
・オニグルミの殻 ・ドングリの実
・クリの実
・クリ、カバノキ属、タカノツメ、キハダ、

エゴノキ属、カエデ属などの炭化材
これからわかったことは！
・クルミとドングリ、クリの実は食べてい

た可能性大！
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◆ 崎山貝塚◆

▲崎山貝塚周辺の航空写真
「縄文時代から植生の変化は少ない」

出土したものは・・・
・トチノキの実 ・オニグルミの殻
・ドングリの実 ・クリの実
・クリ、サクラ、カエデ属、ケンポナシ、

キハダ、ウルシなどの炭化材
これからわかったことは！
・トチノキ、クリ、クルミ、ドングリを

食べていた可能性大！
・竪穴住居の主な建材はクリだった！

▲御所野遺跡周辺の航空写真
「縄文時代から植生の変化は少ない」
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共通しているのはクリ！

▲クリの実と竪穴住居

※種子にあたる炭化物は「殻」や「実」と表記し、樹種同定等を行った炭化物は「炭化材」と表記しています。

現在、崎山貝塚発見から１００周年
を記念した第２８回企画展「崎山貝塚
発見１００周年」を開催中です。

崎山貝塚発見の経緯やこれまでの発
掘調査の歴史などを紹介のほか、崎山
貝塚から出土した土器や石器、普段常
設展では見られない骨角器類を展示し
ています。この機会にぜひお越しくだ
さい。

【会期：１２月１５日（日）まで】

近年、夏の暑さが長く、厳しくなっ
てきたように感じます。現代よりも気
温が高かったとされる縄文時代はどう
やって夏の暑さを凌いでいたでしょ
う？７月上旬のよく晴れた日の午後に
気温を測ってみました。外気温は日陰
で29℃でしたが、竪穴住居の中はなん
と21℃！湿度が90％とかなりひんや
りしていました。縄文人も暑い日は竪
穴住居の中で、涼んでいたのかもしれ
ません。

市内には崎山貝塚縄文の森ミュージアム
の他、浄土ヶ浜から程近い場所に県立水産
科学館、市内から30キロほど西にある川
井に北上山地民俗資料館があります。

この企画では県立水産科学館と縄文の森
ミュージアムの展示見学や、北上山地民俗
資料館が普段行っている「さやのキーホル
ダー作り」というものづくり体験などを行
いました。

それぞれの魅力を体験することができた
参加者からは「家族や知人とまたゆっくり
訪問したいと思います」などの感想があり
ました。 ▲ミュージアムの見学

▲水産科学館の見学

チョウセンアカシジミ成虫観察会

まとめ
どちらの遺跡でも、植生は現在とあまり違わないが、縄文人は食用や

建材、薪材などに使う木々を遺跡周辺で育てていたと考えられる。
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（１）日記抄

４. 管理運営

4月20日 土 ふれあい文化ボランティア定例会
令和 6年度テーマ展「みやこのがっこう」開始

4月25日 木 見学：宮古市生涯学習課（1）

5月1日 水 GW企画「2024 じょうもんワクワク・ドキドキ体験！」開始

5月4日 土 見学：宮古市長ほか（2）

5月6日 月 GW企画「2024 じょうもんワクワク・ドキドキ体験！」終了

5月14日 火 見学：宮古市企画部（1）

5月16日 木 取材：みやこハーバーラジオ（1）

5月17日 金 見学：石巻市博物館（2）

5月18日 土 ふれあい文化ボランティア定例会

5月24日 金 見学：宮古市建築住宅課（2）

5月29日 水 見学：NHKほか（3）
見学・解説：宮古市立崎山小学校（27）

5月30日 木 見学・解説・弓矢：山田町立豊間根小学校（19）

6月5日 水 見学：田老総合事務所（2）
見学・解説：盛岡市立城北小学校（102）

6月11日 火 見学・解説：釜石老人クラブ連合会（46）

6月15日 土 ふれあい文化ボランティア定例会

6月16日 日 見学・解説・弓矢：黒潮俳句会（8）

6月20日 木 見学・解説：岩手県文化財愛護協会（26）

6月21日 金 見学・解説・弓矢・キーホルダー：宮古市立山口小学校（25）
見学・解説：西町一丁目ワクワクドキドキクラブ（14）

6月23日 日 チョウセンアカシジミ観察会（2）
令和 6年度テーマ展「みやこのがっこう」終了

6月25日 火 見学・解説・火おこし：宮古市立重茂小学校（13）

6月27日 木 見学・解説：一戸町立一戸中学校（60）

7月2日 火 見学・解説・弓矢・キーホルダー：サーモン教室（７）

7月3日 水
３館連携「みやこのミュージアムめぐり」
見学・解説・キーホルダー：軽米町立軽米中学校（63）
見学・解説・弓矢：宮古市立花輪小学校（44）

7月4日 木 見学・解説：岩手県特別支援学校連絡協議会校長部会（22）
出前授業・土器：宮古市立津軽石小学校（31）

7月11日 木 出前授業・土器手直し：宮古市立津軽石小学校（31）

7月13日 土
第 28回企画展「崎山貝塚発見 100周年」開始
「開館記念スペシャルイベント」開始
取材：めんこいテレビ（1）

7月14日 日 取材：岩手日報（1）

7月15日 月 見学：新庄町内会（25）
「開館記念スペシャルイベント」終了

7月20日 土 見学・土偶ミニ土器・弓矢：栄町子ども会（8）
ふれあい文化ボランティア定例会

7月24日 水 消防訓練

7月25日 木 ふれあい文化ボランティア移動研修（陸前高田市）

7月26日 金 見学・解説：野田村老人クラブ連合会（8）

7月27日 土 見学・勾玉：末広町子ども会（18）
見学・土偶ミニ土器：堀内・小堀内地区子ども会（13）

7月28日 日 夏休み工作講座「竪穴住居のミニチュアを作ろう！」

8月3日 土 「どきどきおしごと体験」1日目　入館無料　
出前授業・勾玉・弓矢：新里生涯学習センター（76）

8月4日 日 「どきどきおしごと体験」2日目　入館無料

8月6日 火 博物館実習（1）（8月 6日～ 10日）

8月8日 木 取材：みやこわが町（1）

8月11日 日 見学・解説・キーホルダー：黒石市・宮古市の高校生（25）

8月14日 水 台風に伴い臨時休館

8月20日 水 見学：神戸女子大学（4）

日　　付 曜日 事　　　　　　　　項
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8月23日 金 見学・解説：宮古市立花輪小学校（48）
見学：宮古短大（4）

8月24日 土 ふれあい文化ボランティア定例会

8月25日 日 みんなで縄文の暮らし体験「堤防釣り編」

9月6日 金 見学：北上市立上野中学校（137）
見学・弓矢・キーホルダー：宮古市立花輪小学校（68）

9月8日 日 みんなで縄文の暮らし体験「釣り針編」

9月12日 木 見学：宮古市企画課（4）

9月14日 土 記念講演会「崎山貝塚を語る」

9月21日 土 ふれあい文化ボランティア定例会

9月25日 水 見学・解説：宮古市立川井小学校（17）
見学・解説：宮古市立重茂中学校（9）

9月29日 日 みんなで縄文の暮らし体験「船釣り編」

10月2日 水 見学：気仙沼市議会事務局（9）　
見学・解説・弓矢：宮古市立津軽石小学校（33）

10月8日 火 見学・解説：三陸病院デイケア（17）

10月16日 水 ミュージアム運営協議会
見学：ミュージアム運営協議会委員（8）

10月18日 金 見学・解説：宮古市立崎山小学校（21）

10月19日 土 「クリーン大作戦 !!」（5）
ふれあい文化ボランティア定例会

10月22日 火
見学：宮古市教育委員会（11）　
見学・解説：休暇村大阪センター（22）
見学・解説：宮古市学校教育課（30）

10月23日 水 見学・解説：休暇村大阪センター（22）

10月25日 金 取材：NHK（1）

10月30日 水 出前授業・土偶ミニ土器：宮古市立崎山小学校（20）

11月3日 日 「第 25回崎山貝塚縄文まつり」入館無料

11月8日 金 見学・解説・弓矢：岩泉町立有芸小学校・釜津田小学校（10）

11月9日 土 見学：間野々第 2農家組合（19）

11月10日 日 見学・解説：いちのへ縄文里山クラブ（11）

11月16日 土 ふれあい文化ボランティア定例会

11月27日 水 チョウセンアカシジミ産卵数調査：宮古市立山口小学校

11月28日 木 見学・解説：胡四王史談会（23）

12月5日 木 見学・解説：宮古地区社会教育振興協議会（7）

12月15日 日 第 28回企画展「崎山貝塚発見 100周年」終了

12月18日 水 見学・土偶ミニ土器：ククナの家（11）

12月21日 土 ふれあい文化ボランティア定例会

12月22日 日 冬の工作講座「縄文風ミニ門松を作ろう！」
取材：IBC（1）、宮古民友（1）

1月11日 土 埋蔵文化財センター企画展「近内中村遺跡の聖なる世界」開始

1月15日 水 見学：宮古児童相談所（5）

1月17日 金 見学・解説：宮古市議会事務局（18）

1月18日 土 ふれあい文化ボランティア定例会

1月21日 火 見学：花巻市博物館（2）

1月24日 金 消防訓練

1月25日 土 見学：地域おこし協力隊ほか（5）

1月26日 日 じっくり縄文体験「調理編」

1月30日 木 見学：神戸女子大学（3）　
見学・解説：石鳥谷地区協議会（23）

2月9日 日 じっくり縄文体験「石斧編」

2月11日 火 見学・解説・土偶ミニ土器：わかたけ会ウィリー（7）

2月14日 金 埋蔵文化財センター出前授業：宮古市立西中学校（56）

2月15日 土 公開講座「近内中村遺跡と巻貝型土器」（23）　　
ふれあい文化ボランティア定例会

2月21日 金 見学・解説：是川縄文館（25）

3月2日 日 埋蔵文化財センター企画展関連事業　ギャラリートーク（3）

3月5日 水 見学：盛岡教育事務所（2）

3月9日 日 チョウセンアカシジミ産卵地観察会（4）

3月15日 土 ふれあい文化ボランティア定例会

3月16日 日 埋蔵文化財センター企画展「近内中村遺跡の聖なる世界」終了

日　　付 曜日 事　　　　　　　　項
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（２）入館者利用状況

◆ 令和６年度  入館者数

◆ 入館者数の推移

（３）縄文体験利用状況

◆ 令和６年度  縄文体験者数

高校生以下 学　生 一　般 団体客 その他
（入館無料日等） 各月合計

4月 45 0 156 0 0 201
5 月 163 1 337 46 0 547
6 月 31 2 179 294 0 506
7 月 53 0 241 208 0 502
8 月 102 11 247 84 94 538
9 月 45 5 212 231 0 493
10 月 47 1 171 145 0 364
11 月 38 1 136 63 276 514
12 月 14 2 85 33 0 134
1 月 23 1 122 46 0 192
2 月 39 1 174 32 0 246
3 月 40 8 134 0 0 182

合　　計
640 33 2,194

1,182 370 4,419
2,867

高校生以下 学　生 一　般 団体客
その他

（入館無料日等）
合　計

H28 770 41 1,967 2,054 2,510 7,342
H29 807 28 2,372 2,119 1,347 6,673
H30 523 16 2,067 1,691 1,463 5,760
R元 569 43 2,030 1,379 1,632 5,653
R２ 279 39 1,434 896 842 3,490
R３ 527 21 2,042 1,473 395 4,458
R４ 599 25 2,126 1,340 729 4,819
R５ 737 29 2,309 967 392 4,434
R６ 640 33 2,194 1,182 370 4,419

合　　計 5,451 275 18,541 13,101 9,680 47,048

土器 クッキー ペンダント 土偶・ミニ土器 火おこし 弓矢 フィッシング 革 各月合計

4月 0 0 14 12 4 3 0 0 33

5 月 0 0 10 0 0 288 0 2 300

6 月 0 0 6 7 5 47 0 24 89
7 月 31 0 17 28 1 48 54 63 242
8 月 0 4 80 21 7 104 0 55 271
9 月 0 0 7 8 0 36 0 32 83
10 月 0 0 1 31 1 54 0 0 87
11 月 0 0 5 8 0 21 0 1 35
12 月 0 0 0 11 0 0 0 0 11
1 月 0 0 2 1 2 8 0 0 13
2 月 0 0 12 6 0 3 0 5 26

縄文体験 縄文まつり
3 月 0 0 7 12 0 2 0 4 25
小計 31 4 161 145 20 614 54 186 1,215 1,215 804

令和６年度 合計 2,019
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宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム 作って、遊んで、縄文の達人︕

土器作り

ドングリクッキー作り

料金︓400円
■要事前予約（個人/団体共に）
■粘土1kgを使用
■約1〜2ヶ月間乾燥後、焼成
■製作から約2ヶ月後、着払い
または直接引取りにて返却

■体験期間は4〜10月
（11〜3月はお休み）

■団 体 (10名以上)︓全ての体験メニューは、1ヶ月前までの予約が必要。
■個 人 (10人未満)︓土器作りは２週間前まで、ドングリクッキー作りは１週間前までの予約が必要。
※お申込みは、窓口での直接予約・電話・FAXのいずれかでお願いします。また、各メニューの所要時間等により当日の受付時間が異な
りますので、お申込みの際にご確認ください。

※イベントや予約状況等により、個人の体験ができない場合があります。予めご了承ください。
※縄文体験のみをご希望の場合、入館料は不要です。
※その他、宮古市内の学校や施設関係での出前授業、夏休み・冬休みの自由研究等のご相談がありましたら、お気軽にお問い合わせくだ
さい。

縄
（時季により、屋外体験の受付時間が異なります）

文 体 験
じょう もん たい けん

料金︓250円
■要事前予約（個人/団体共に）
■ドングリの粉、クルミ、クリ、
ハチミツ、卵、塩、ラード
（豚の脂）を使用

■食物アレルギーのある方は
注意

ど き づく

づく

(所要時間:約3時間)

(所要時間:約1時間)

勾玉ペンダント作り
まが たま づく

(所要時間:約1時間30分) 縄文キーホルダー作り
じょうもん づく

(所要時間:約30分)

火おこしの体験
ひ たい けん

弓矢の使用体験
ゆみ や し よう たい けん

展示室・公園ガイド解説
てん じ しつ こう えん かい せつ

料金︓400円
■受付は15:30まで
■紙やすりを使用し、滑石
(かっせき)という柔らかい
石を勾玉の形に削る

■当日のお渡し可能

料金︓100円
■受付は16:00まで
■石のナイフを使って好きな
キーホルダーの形にカット

■革には縄文風の焼印付き

料金︓1組 100円
■受付は16:00まで【夏季】

15:00まで【冬季】
■屋外体験
■2〜3人で1組が目安
■キリモミ式という方法で
火をおこす

料金︓100円
■受付は16:00まで【夏季】

15:00まで【冬季】
■屋外体験
■木製の弓と竹製の矢を使い、
動物が描かれた的に向かって
矢を射る

悪天候の場合は不可 悪天候の場合は不可

料金︓無料 (別途入館料が必要。
団体割引あり。)

■受付は16:00まで
■学芸員による展示・プロジェク
ションマッピング等の解説

■案内時間は要相談
(目安は30〜45分)

9:00～12:00、13:00～17:00

体 験 時 間

土偶・ミニ土器作り (所要時間:約1時間)

料金︓200円
■受付は16:00まで
■粘土500gを使用
■約3週間乾燥後、焼成
■製作から約1ヶ月後、着払い
または直接引取りにて返却

ど ぐう ど き づく

(所要時間:30分〜１時間) (所要時間:30分〜１時間)
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（４）崎山貝塚縄文の森ミュージアム運営協議会

　●期日：令和６年 10月 16日（水）

　●会場：崎山公民館多目的ホール

　●委員：熊谷常正会長、志賀誠委員、鷹觜三和委員、川村正紀委員、藤井寛委員、松田和夫委員

　　　　　駒井一裕委員、佐々木信一委員、佐々木ヒナ子委員、桜田功委員（欠席）

　●議事：報告第１号　令和６年度宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム事業実施計画及び実施状況

　　　　　　　　　　　について

　　　　　そ　の　他　令和５年度宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム事業実績

（５）資料等利用状況（資料掲載・閲覧）

（６）縄文の森公園利用状況

日　付 申請者 場　所 目　　的 内　容

令和6年  5月14日 宮古市教育委員会事務局
学校教育課 崎山貝塚縄文の森公園内 教職員定期健康診断実施のための検診車の駐車 駐車場の利用

令和6年  5月21日 宮古市教育委員会事務局
学校教育課 崎山貝塚縄文の森公園内 教職員定期健康診断実施のための検診車の駐車 駐車場の利用

令和6年  7月  5日 宮古市保健福祉部健康課 崎山貝塚縄文の森公園内 乳がん・大腸がん検診実施のための検診車の駐車 駐車場の利用

令和6年  7月26日 宮古市保健福祉部健康課 崎山貝塚縄文の森公園内 特定健康診査（循環器健診）実施のための検診車
の駐車 駐車場の利用

令和6年  9月11日 宮古市教育委員会事務局
学校教育課 崎山貝塚縄文の森公園内 教職員胃がん検診実施のための検診車の駐車 駐車場の利用

令和6年  9月19日 宮古市保健福祉部健康課 崎山貝塚縄文の森公園内 結核検診実施のための検診車の駐車 駐車場の利用

令和6年10月15日 宮古市保健福祉部健康課 崎山貝塚縄文の森公園内 特定健康診査（循環器健診）実施のための検診車
の駐車 駐車場の利用

令和6年10月16日 宮古市保健福祉部健康課 崎山貝塚縄文の森公園内 胃がん・肺がん・大腸がん検診実施のための検診
車の駐車 駐車場の利用

申請日付 申請者 資料名及び数量 目　　的 使用方法

令和6年  7月18日 南山大学人文学部 板状土偶等：5点 研究（論文作成）のため ３次元計測

令和6年  7月25日 宮古市民文化会館　館長 施設外観写真：2点 イベントチラシへの掲載 チラシ掲載

令和6年  9月14日 えさし郷土文化館　館長 現生標本：7点 所蔵動物遺存体同定作業のため 閲覧・動物遺存体
の種同定

令和6年  9月14日 岩手県立博物館　館長 アンモナイト化石：一式 令和6年度　Innovate MUSEUM「三陸希望遺産デジタル・
アーカイブ構築プロジェクト」における撮像資料の選定

閲覧・写真撮影・実
測

令和6年  8月  5日 個人 崎山貝塚貝層：一式 「縄文時代における貝類管理採集の確立期について」のため
の資料調査

閲覧・写真撮影・計
測・記録

令和6年10月  9日 個人 現生標本：一式 動物遺存体の種同定 閲覧・動物遺存体
の種同定

令和6年12月  5日 岩手県立博物館　館長 宮古層群化石標本：20点 令和6年度　Innovate MUSEUM「三陸希望遺産デジタル・
アーカイブ構築プロジェクト」における撮像資料の選定 写真撮影
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（７）縄文の森公園及び施設の管理維持

　●縄文の森公園の環境整備

　　・樹木の危険枝等の伐採と園路の整備

　　・復元竪穴住居周辺及び中央広場周辺の草刈り

　●施設の保守点検管理維持

　　・ミュージアム展示設備保守点検業務委託

　　・エレベーター保守点検業務委託

　　・消防設備保守点検業務委託

　　・空調設備保守点検等業務委託

　　・定期清掃業務委託

　　・自家用電気工作物保守点検管理業務委託

　　・浄化槽維持管理業務委託

　　・自動ドア保守点検業務委託

　　・非常用発電設備保守点検業務委託

　　・施設機械警備業務委託

　　・消防訓練の実施（年２回、令和６年７月 24日（水）、令和７年１月 24日（金））
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５. 組織及び職員構成

（１）組織

（２）職員構成

宮
古
市
教
育
委
員
会

文
　
化
　
課

館　長　　安　原　　　誠

副主幹　伊　藤　　　哲
主　査　江　口　邦　泰
主　査　中　島　昌　紀
主　査　中　嶋　美代子
主　査　千　葉　剛　史
学芸員　菊　池　駿　貴
学芸員　沼　﨑　雅　弘

文化芸術推進員　佐　藤　美紀子
学芸専門員　市　村　　　翔
学芸専門員　大久保　智　広
学芸専門員　髙　橋　弘　美
体験学習員　前　川　和　幸
体験学習員　大　村　　　靖

　体験学習員　久保田　　　猛
体験学習員　橋　本　　　明

施設管理事務員　田　代　奈緒美

宮古市北上山地民俗資料館

文化係（兼宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム）

学芸係（兼宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム）

市史編さん室

宮古市埋蔵文化財センター

宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム
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６. 利用案内
◇開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

◇休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合はその翌平日）

　　　　　　　年末年始（１２月２９日～翌年の１月３日）

　　　　　　　館内整理日　毎月末平日（休館日の場合は、その前の平日。ただし、１２月は２８日）

◇入 館 料　　一般　２００（１００）円

　　　　　　　学生　１５０（８０）円

　　　　　　　※高校生以下無料

　　　　　　　※（　）内は１０名以上の団体割引料金

◇交　　通　　JR宮古駅から車で１３分

　　　　　　　県北バス　小本・崎山方面行きの「崎山貝塚前」バス停下車徒歩５分

◇駐 車 場　　普通車：４０台　身障者用：３台

◇所 在 地　　岩手県宮古市崎山第１地割１６番地１

　　　　　　　TEL：０１９３－６５－７５２６　FAX：０１９３－６５－７５０８
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